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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第３部門第３区分
【発行日】令和1年7月25日(2019.7.25)

【公表番号】特表2018-537566(P2018-537566A)
【公表日】平成30年12月20日(2018.12.20)
【年通号数】公開・登録公報2018-049
【出願番号】特願2018-528347(P2018-528347)
【国際特許分類】
   Ｃ０８Ｇ  69/48     (2006.01)
   Ｃ０８Ｊ  99/00     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｃ０８Ｇ   69/48     　　　　
   Ｃ０８Ｊ   99/00     　　　　

【手続補正書】
【提出日】令和1年6月21日(2019.6.21)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　濃度９０％のギ酸溶液中で測定して５０より高い精密相対粘度を有することを特徴とし
、精密相対粘度は１．２５以下のＲＶ標準偏差を有する高分子量ポリアミドポリマー。
【請求項２】
　ポリマーがナイロン６，６ポリマーである、請求項１に記載のポリアミドポリマー。
【請求項３】
　ポリマーがナイロン６ポリマーである、請求項１に記載のポリアミドポリマー。
【請求項４】
　相対粘度が、濃度９０％のギ酸溶液中で測定して７５～１００の範囲である、請求項１
に記載のポリアミドポリマー。
【請求項５】
　精密相対粘度が１．０未満のＲＶ標準偏差を有する、請求項１に記載のポリアミドポリ
マー。
【請求項６】
　２５℃において９０％のギ酸中で１０ミクロンより大きい不溶分のｐｐｍによって求め
て５０ｐｐｍ未満のゲル含量パラメーター；及び
　ペレットの光学走査によって測定して２，０００ｐｐｍ未満の平均光学欠陥レベル；
を有することを特徴とするポリアミドポリマー。
【請求項７】
　ポリマーがナイロン６，６ポリマーである、請求項６に記載のポリアミドポリマー。
【請求項８】
　更に、ナイロン６，６ポリマーが２５℃において９０％のギ酸中で１０ミクロンより大
きい不溶分のｐｐｍによって求めて４０ｐｐｍ未満のゲル含量パラメーターを示す、請求
項７に記載のポリアミドポリマー。
【請求項９】
　（ａ）第１の相対粘度を有する第１のポリアミドポリマーを含む第１のポリアミドポリ
マー溶融体を与え；
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　（ｂ）第１のポリアミドポリマー溶融体を二軸押出機に供給し；
　（ｃ）第１のポリアミドポリマー溶融体を、二軸押出機内において真空下で添加水蒸気
の不存在下で溶融加工してそれから水蒸気及び他の揮発性物質を除去し、それによってポ
リマー溶融体の分子量を増加させて、第２の相対粘度を有する第２のポリアミドポリマー
を含む第２のポリアミドポリマー溶融体を与え（第２のポリアミドポリマーは、（ｉ）濃
度９０％のギ酸溶液中で測定して、１．２５以下のＲＶ標準偏差を有する５０より高い精
密相対粘度；又は（ｉｉ）２５℃において９０％のギ酸溶液中で１０ミクロンより大きい
不溶分のｐｐｍによって求めて５０ｐｐｍ未満のゲル含量パラメーター、及び５０ミクロ
ンの解像度での光学走査によって測定して２０００ｐｐｍ未満の平均光学欠陥レベル；の
いずれかを有することを特徴とする）；
　（ｄ）場合によっては、第２のポリマー溶融体を滞留時間保持容器に供給して、滞留時
間保持容器内で第２のポリマー溶融体を溶融加工して、第２のポリアミドポリマーの第２
の相対粘度よりも高い第３の相対粘度を有する第３のポリアミドポリマーを含む第３のポ
リアミドポリマー溶融体を与え（第３のポリアミドポリマーは、（ｉ）濃度９０％のギ酸
溶液中で測定して、１．２５以下のＲＶ標準偏差を有する５０より高い精密相対粘度；又
は（ｉｉ）２５℃において９０％のギ酸溶液中で１０ミクロンより大きい不溶分のｐｐｍ
によって求めて５０ｐｐｍ未満のゲル含量パラメーター、及び５０ミクロンの解像度での
光学走査によって測定して２０００ｐｐｍ未満の平均光学欠陥レベル；のいずれかを有す
ることを特徴とする）；そして
　（ｅ）（ｉ）濃度９０％のギ酸溶液中で測定して、１．２５以下のＲＶ標準偏差を有す
る５０より高い精密相対粘度；又は（ｉｉ）２５℃において９０％のギ酸溶液中で１０ミ
クロンより大きい不溶分のｐｐｍによって求めて５０ｐｐｍ未満のゲル含量パラメーター
、及び５０ミクロンの解像度での光学走査によって測定して２０００ｐｐｍ未満の平均光
学欠陥レベル；のいずれかを有することを特徴とする生成物ポリアミドポリマーを回収す
る；
ことを含む、精密相対粘度及び低いゲル含量を有する高分子量ポリアミドポリマーの製造
方法。
【請求項１０】
　ポリアミドポリマー溶融体を二軸押出機内において２８０℃～３５０℃の範囲の温度で
溶融加工する、請求項９に記載の精密相対粘度及び低いゲル含量を有する高分子量ポリア
ミドポリマーの製造方法。
【請求項１１】
　ポリアミドポリマー溶融体を二軸押出機内において６００ｍｍＨｇの真空度乃至７２５
ｍｍＨｇの真空度の範囲の真空下で溶融加工する、請求項９に記載の精密相対粘度及び低
いゲル含量を有する高分子量ポリアミドポリマーの製造方法。
【請求項１２】
　ポリアミドポリマー溶融体を二軸押出機内において６０秒間未満の押出機内における滞
留時間の間溶融加工する、請求項９に記載の精密相対粘度及び低いゲル含量を有する高分
子量ポリアミドポリマーの製造方法。
【請求項１３】
　第２のポリマー溶融体を滞留時間保持容器に供給し、第２のポリマー溶融体を滞留時間
保持容器内で溶融加工して、第２のポリアミドポリマーの第２の相対粘度よりも高い第３
の相対粘度を有する第３のポリアミドポリマーを含む第３のポリアミドポリマー溶融体を
与えることを含み、第３のポリアミドポリマーは、（ｉ）濃度９０％のギ酸溶液中で測定
して、１．２５以下のＲＶ標準偏差を有する５０より高い精密相対粘度；又は（ｉｉ）２
５℃において９０％のギ酸溶液中で１０ミクロンより大きい不溶分のｐｐｍによって求め
て５０ｐｐｍ未満のゲル含量パラメーター、及び５０ミクロンの解像度での光学走査によ
って測定して２０００ｐｐｍ未満の平均光学欠陥レベル；のいずれかを有することを特徴
とする、請求項９に記載の精密相対粘度及び低いゲル含量を有する高分子量ポリアミドポ
リマーの製造方法。
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【請求項１４】
　ポリアミドポリマー溶融体を滞留時間保持容器内において２８０℃～３５０℃の範囲の
温度で溶融加工する、請求項１３に記載の精密相対粘度及び低いゲル含量を有する高分子
量ポリアミドポリマーの製造方法。
【請求項１５】
　ポリアミドポリマー溶融体を滞留時間保持容器内において少なくとも１分間の滞留時間
保持容器内での滞留時間の間溶融加工する、請求項１３に記載の精密相対粘度及び低いゲ
ル含量を有する高分子量ポリアミドポリマーの製造方法。
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